
　
東
照
宮
は
徳
川
家
康
を
神
様
と
し
て
祭
っ
た
神
社

で
す
。
家
康
は
元
和
2
年
（
１
６
１
６
）
４
月
17
日

に
駿
府
城
で
死
去
し
、
久
能
山
に
葬
ら
れ
た
後
、
翌

年
に
は
日
光
に
改
葬
さ
れ
、
東
照
大
権
現
と
い
う
神

様
と
し
て
祭
ら
れ
ま
し
た
。
以
後
、
昭
和
期
ま
で
に

全
国
で
５
５
０
以
上
の
東
照
宮
が
勧
請
さ
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
大
名
と
し
て
、
最
初
に

東
照
宮
を
建
立
し
た
の
が
忍
藩
主
松
平
家
の
初
代
松

平
忠た
だ
あ
き
ら
明
で
す
。

　
徳
川
家
康
の
孫
で
あ
る
忠
明
は
、
大
坂
藩
主
だ
っ

た
元
和
3
年
に
大
坂
の
天
満
川
崎
（
現
在
の
大
阪
市

北
区
天
満
1
丁
目
辺
り
）
に
東
照
宮
を
建
立
し
ま
し

た
。
家
康
の
木
造
が
祭
ら
れ
、
境
内
に
は
別
当
寺
と

し
て
九
昌
院
（
の
ち
に
建
国
寺
と
改
称
）
が
置
か
れ

ま
し
た
。

　
写
真
の
絵
図
面
は
江
戸
時
代
後
期
に
作
成
さ
れ
た

川
崎
東
照
宮
と
建
国
寺
の
平
面
図
で
す
。絵
図

の
上
半
分
の
右
側
が
東
照
宮
の
社
殿
で
、そ
の

左
側
に
あ
る
の
が
別
当
寺
の
建
国
寺
で
す
。

　

川
崎
東
照
宮
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
松
平

家
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。神
事
や

藩
主
の
代
替
わ
り
の
際
に
は
代
参
を
派
遣
し
、

日
常
の
維
持
管
理
や
火
災
に
よ
る
社
殿
の
再

建
費
用
な
ど
も
負
担
し
て
き
ま
し
た
。隣
接
し

て
大
坂
蔵
屋
敷
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。境
内
は

普
段
は
固
く
門
が
閉
ざ
さ
れ
、庶
民
は
立
ち
入

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
4
月
17
日
の
家

康
の
命
日
に
は
開
放
さ
れ
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
み

せ
ま
し
た
。

　
慶
応
3
年
（
１
８
６
７
）
12
月
、
徳
川
慶
喜
の
命

令
に
よ
り
軍
勢
を
率
い
て
上
洛
し
た
忍
藩
主
松
平
忠た
だ

誠ざ
ね

は
建
国
寺
に
本
陣
を
構
え
ま
す
が
、
鳥
羽
伏
見
の

戦
い
で
幕
府
軍
が
敗
れ
た
後
に
江
戸
へ
戻
り
ま
し

た
。
こ
の
と
き
、
戦
火
を
避
け
て
建
国
寺
に
あ
っ
た

宝
物
の
一
部
が
忍
に
運
ば
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
明
治
6
年
（
１
８
７
３
）
に
川
崎
東

照
宮
は
廃
社
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
跡
地
は
市
立

滝
川
小
学
校
と
造
幣
局
に
な
っ
て
お
り
、
小
学
校
の

門
の
横
に
は
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
に
お
け
る

忍
藩
ゆ
か
り
の
地
で
す
の
で
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
訪

れ
て
み
る
の
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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　6月14日、佐間公民館で、はつらつ教室が行われました。
　はつらつ教室は、介護予防と健康づくりを目的に各公民

館などで開催されている講座です。この日は、「げんき100倍!カーレット」と
題し、35人の参加者が氷上のカーリングを卓上でできるようアレンジされた
カーレットを実践。参加者らは、ストーンを投げるときの力加減に苦戦しなが
ら、手に汗握る攻防に一喜一憂していました。
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川崎東照宮絵図

　地域で生活する障がい者に対し、自立生活や社会参加の促進と支援を行
い、一生涯、安心して安全に、はつらつと過ごせる生活を提供しているのが
NPO法人恵愛です。
　同法人は平成26年に設立され、介助派遣事業や生活ホーム事業などを展
開しています。利用者のニーズを第一に考え、一日のスケジュールを利用者
の目線に立って計画することで、ホームヘルプサービスを提供する時間を調
整しています。これにより、それまで鑑賞や観覧のかなわなかった夜のコン
サートや遊園地のパレードなども楽しめるようになり、大変喜ばれているそ
うです。
　また、弁当を作るサービスが大人気とのことで、ヘルパーが工夫を凝らし
たバラエティー豊かな弁当は、昼休みにふたを開けるまでその中身が分から
ないため、利用者はいつも昼食を心待ちにしており、中には毎回、写真に収め
る方もいるそうです。
　今後は、6月に開所した生活介護事業所「ルピナス」を中心に、さらに笑顔
と喜びにあふれる活動を目指していくとのことで、利用者を慈しみ愛する「恵
愛」の心は、いっそう高まりを見せていくことでしょう。

【理事長】相沢 芳子　【電話番号】090―8015―5433 カラオケを活用した機能訓練の様子～「ルピナス」内で～

みんな　チカラの

ＮＰＯ法人　恵
け い

　愛
あ い

～市民公益活動団体紹介～⑲
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